
＜小学部１年生＞ 
4月に入学して 1ヵ月以上が過ぎました。少しずつ学校生活に慣れ始めてきて、様々なことにチャレンジする姿がた

くさん見られるようになってきました。クラスで取り組んでいる授業をはじめ、学年全体での音楽や小低ブロックでの

体育などの学習を通して、いろいろな人との関わりも広がってきています。 
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「甘やかすのとは違う。どうほめるか。ほめ方が課題」 

校長 佐藤 和博 

前期も早いもので2か月が過ぎ６月となりました。ゴールデンウィークが明け、PTA総会に始まっ

た５月。諸検診、陸上大会、栽培活動、学校探検、避難訓練等々、実にさまざまな行事がありました。そ

のような中、教員と子ども達のやりとりを見ていますと、子ども達が一生懸命やるからほめるのか、ほ 

めるから一生懸命やるのか（そのことは、もちろん、家庭、教員の日々の指導がってのこと）、おそらく両方相まってのこと

だと思うのですが、「いいね！」「上手！」あるいは「がんばれ！」「できるぞ！」といった言葉をよく耳にします。様々な場面

で、教員と子ども達が、笑顔で活動している様子に嬉しくなります。 

 ある本の中で、「子どもは、どの子どもも自分を認めてもらおうと、信号を送っている。その信号に応え、芽を伸ばすため

には、口先のほめ言葉ではなく、先生が（親が）本気で喜ぶことであり、叱るのではなく、悲しむことである。口先のおだ

てでなく、体中で喜び、体中で悲しみを表現する時、子どもは喜びの方向に伸びる、体中で喜ぶことに努力しましょう。」と

あったのを思い出します。 

「甘やかすのとは違う。どうほめるか。ほめ方が課題」 

 私も先生方に習い、「さすが！」と子ども達に言えるよう「笑顔」で見守っていきたいと思います。 

  

 

＜中学部1年生＞ 
 生活単元学習「ひまわりを育てよう」に取り組んでいます。夏休み前の開花に向けて、４月に種植えをしました。1
か月以上経った現在、たくさんの葉をつけ、大きさも２０㎝以上に成長しました。生徒達は、水やりや観察日記を通し
てひまわりの成長を見守っています。日々成長していくひまわりを見て、「大きくなった！」「早く咲いてほしい！」と喜
び、期待感を感じています。 
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